
団体名（正式名称）

公益財団法人オイスカ

団体の
活動内容

https://oisca.org/HPアドレス

代表メールアドレス

主にアジア・太平洋地域で農村開発、環境保全、環境教育活動を展開。特に人材育成に
力を入れ、各国の青年が地域のリーダーとなれるよう、国内外の研修センターで農業など
の研修を行っています。また国内では、農林業体験セミナー開催などを通して、啓発活動
や植林及び森林整備による環境保全活動を展開しています。

oisca@oisca.org

京王・井の頭線　永福町　徒歩6分

常勤職員81名　その他　42名（非常勤職員）

団体の理念

理事長　中野悦子

海外事業部　諸江葉月

職員数

03-3324-7111

03-3322-5161

住所

Instagram

「すべての人々がさまざまな違いを乗り越えて共存し、地球上のあらゆる生命の基盤を守り
育てようとする世界」を目指して、主にアジア太平洋地域で農村開発や環境保全活動を展
開しています。この理念を実現する道としてオイスカが選んだのは「人材の育成」です。そ
れぞれの民族が持つ歴史や文化、宗教などの違いを理解し尊重したうえで技術を伝えな
ければ、技術の種はその地に根を張ることはありません。大自然の摂理に基づく土づくり
から始まる、その地に合った環境保全型の農業や産業を基本とします。この農村開発の実
践を通してオイスカは、大地の恵みを知り自然と共に生きることの大切さを共有できる人を
育みます。

交通アクセス

代表者名

担当者名

電話番号

FAX番号

〒168-0063　東京都杉並区和泉2-17-5

SNSアカウント 下部の二次元バーコードのとおり

Youtube Facebook X
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フィールドワーク あり

・広報活動（団体ホームページ用の原稿作成、学生版SNSの更新）
・対面イベント/オンラインイベント補佐（企画、準備、当日対応、報告等）
・環境教育イベント（森のつみ木広場等）
・国内活動現場でのボランティア（農作業、森林整備等）
・データ整理、情報収集等の事務作業

※上記はこれまでの一例。本人の興味、適正にあった仕事を相談の上決定し、お願
いしています。

インターン生の
活動内容（詳細）

10:00～18:00（月～金のうち週１～2回程度）
※テレワークに関しては、その限りでなく、都合に合わせて担当と調整
※イベントの際は土日の活動あり（不定期。環境教育ワークショップ、森づくり現場
でのボランティア活動の補佐、啓発イベントなど）

活動時間

・国際協力、環境保全、人材育成などの分野について、生の情報に触れ、知識や理
解を深めることができる
・国際協力を中心としたプロジェクトの運営手法やNGOでの働き方について理解を
深めることができる
・国内外のスタッフ、研修生から支援者まで、幅広いネットワークにより、新たな出会
いと知見を得ることができる
・責任感とやりがいをもって、関心のある分野の活動にかかわることができる

インターン活動で
得られるもの

特記事項

できれば、週に１～２回など、無理のないペースでコンスタントに来てくださる方を募
集しています。

希望者は、国内研修センター（愛知、福岡、香川）などでのボランティア活動にも参
加できます（交通費は自己負担）。

公益財団法人オイスカ

インターン生への
希望・期待

オイスカでは、環境保全・農村開発・啓発普及の多種多様なプログラムを実施して
います。そのプログラムは国内外の企業や行政、教育機関、他NGO/NPO等さまざ
まな機関との連携のもとに成り立っています。それらを学び、多くを吸収するために
積極的に多岐にわたる分野の仕事にチャレンジし、インターン活動に携わっていた
だきたいと思います。

オイスカは、持続可能な社会づくりを目指し、アジア・太平洋地域を中心に農村開発
や環境保全活動、また各国の若者がリーダーとして自国の発展に貢献できるような
人材育成に取り組んでいます。インターン生には、こうした取り組みを発信する広報
活動や、取り組みの下支えとなるデータ整理などを中心に、本人の興味とスキルに
応じた仕事をお願いしたいと考えています。国内でも研修センターにおける研修体
験のほか、森林整備や啓発イベントも実施しておりますので、関心があれば、参加
いただきたいです。また対面だけでなく、ウェブ報告会やSNSなどオンラインツール
を使って、活動現場の声を広く発信する取り組みにも是非力を貸してほしいです。

「環境保全・農村開発・啓発普及インターン」プログラム名

インターン生の 
活動内容（概要）


